
藤田 正治 教授



　（学歴・職歴）

昭和 33年 3月 1日 奈良県五條市に生まれる

55年 3月 京都大学工学部土木工学科卒業

57年 3月 京都大学大学院工学研究科修士課程土木工学専攻修了

60年 3月 京都大学大学院工学研究科博士後期課程土木工学専攻 研究指導認定退学

60年 4月 京都大学助手（防災研究所）

62年 10月 鳥取大学助教授（工学部土木工学科）

平成 7年 10月 京都大学助教授（農学部林学科）

9年 4月 京都大学助教授（農学研究科森林科学専攻）

14年 7月 京都大学准教授（防災研究所）

17年 11月 京都大学教授（防災研究所）

令和 5年 3月 同退職

5年 4月 京都大学東南アジア地域研究研究所連携教授

5年 6月 一般財団法人砂防・地すべり技術センター研究顧問

　（学会・委員等歴）

平成 12年 7月 財団法人 建設技術研究所 砂防水理模型実験検討委員会（～平成23年3月）

15年 10月
国土交通省国土技術政策総合研究所 研究評価委員会分科会（第一部会）委員
 （～平成23年3月）

18年 11月
国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所 淀川水系総合土砂管理検討委員会委員
（～現在）

18年 3月 京都府 畑川ダム環境保全検討委員会委員（～平成25年3月）

18年 5月 独立行政法人土木研究所 外部評価委員会委員 （～平成28年3月）

19年 3月 和歌山県 切目川ダム環境委員会委員 （～平成23年3月）

19年 6月 国土交通省近畿地方整備局 熊野川懇談会委員（～平成25年3月）

21年 12月
国土交通省近畿地方整備局 地球温暖化に伴う大規模水害対策検討会委員
（～平成23年3月）

22年 6月 公益社団法人砂防学会 理事（～現在）

23年 5月
京都市消防局 土砂災害に係わる避難勧告等発令基準設定に関する検討協力者
（～平成24年3月）

23年 7月 奈良県県土マネージメント部 土木技術ドクター（～現在）

23年 9月 国土交通省中部地方整備局 矢作川水系総合土砂管理検討委員会委員（～現在）

24年 2月 奈良県 深層崩壊研究会委員（～平成27年3月）

藤田 正治 教授　略歴
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24年 5月 国土交通省近畿地方整備局 河道閉塞等対策検討委員会委員（～平成25年3月）

24年 10月 国土交通省水管理・国土保全局 砂防技術評価委員会委員（～平成26年9月）

24年 12月 奈良県 奈良県地域防災計画検討委員会委員（～平成26年3月）

25年 5月 和歌山県 河川整備審議会委員（～現在）

25年 12月
国土交通省水管理・国土保全局 土砂災害対策の強化に向けた検討会
（～平成26年6月）

25年 12月
国土交通省水管理・国土保全局 社会資本整備審議会 河川分科会
気候変動に適応した治水対策検討小委員会専門委員 （～平成27年12月）

26年 3月
公益社団法人 土木学会 土木学会技術推進機構 土木技術者資格委員会委員
 （～平成28年2月）

26年 6月 国土交通省近畿地方整備局 熊野川濁水対策技術検討会委員（～平成27年3月）

26年 7月
国土交通省水管理・国土保全局 土砂災害対策の強化に向けた検討会委員
（～平成27年3月）

26年 8月 和歌山県 土砂災害対策審議会委員（～平成29年7月）

27年 11月
独立行政法人国際協力機構 ミャンマー国工学教育拡充プロジェクト運営指導調査団
員
（～平成27年11月）

28年 1月 北陸地方整備局立山砂防事務所 立山砂防施設の補強対策検討会（～平成30年3月）

28年 3月 富山県 弥陀ヶ原火山防災協議会 学識経験者（砂防専門家）（～現在）

28年 4月 国立研究開発法人 土木研究所 外部評価委員会委員および分科会長（～令和4年6月）

28年 8月 公益社団法人 砂防学会 関西支部・支部長 （～令和2年3月）

28年 10月
国土交通省近畿地方整備局 紀伊山地における大規模土砂災害対策の
計画段階評価に関する有識者委員会委員（～平成29年3月）

28年 11月 大阪府 森林審議会委員（～現在）

29年 1月 国土交通省水管理・国土保全局 砂防事業評価委員会委員（～平成30年1月）

29年 4月
京都府建設交通部河川課 畑川ダム環境保全フォローアップ
委員会委員（～令和2年3月）

30年 4月 京都府 防災会議専門部会（地域防災の見直し部会）（～現在）

30年 8月 滋賀県 滋賀県土砂災害検討委員会委員（～平成31年3月）

30年 8月
国土交通省水管理・国土保全局 実効性のある避難を確保するための
土砂災害対策検討委員会委員（～令和2年3月）

30年 9月 国土交通省 社会資本整備審議会 河川分科会専門委員 （～平成31年3月）

30年 10月
国土交通省水管理・国土保全局 大規模広域豪雨を踏まえた水災害対策
検討小委員会委員 （～平成31年3月）

31年 2月
国土交通省北陸地方整備局 弥陀ヶ原火山噴火緊急減災対策砂防計画
検討委員会委員（座長）（～令和4年3月）

令和 元年 6月 京都府 土砂災害警戒情報検討委員会（～令和2年3月）

元年 6月
国土研究開発法人 土木研究所 革新的社会資本整備研究開発推進事業
課題評価委員会（～現在）
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元年 12月
国土交通省 社会資本整備審議会河川分科会土砂災害防止対策
小委員会委員長 （～令和3年3月）

元年 12月
国土交通省水管理・国土保全局 気候変動を踏まえた
砂防技術検討会座長（～現在）

2年 6月 公益社団法人砂防学会 学会長（～令和4年5月）

2年 6月 国土交通省近畿地方整備局 熊野川懇談会委員長（～令和4年6月）

2年 7月 国土交通省総合政策局 社会資本整備審議会臨時委員（～令和4年7月）

2年 8月 国土交通省総合政策局 交通政策審議会臨時委員（～現在）

3年 5月 国土交通省水管理・国土保全局 社会資本整備審議会専門委員（～現在）

4年 1月
国土交通省国土技術政策総合研究所 土砂・洪水氾濫対策計画技術
懇談会委員（～令和4年3月）

4年 6月 国土交通省水管理・国土保全局 河川砂防技術基準検討委員会委員（～現在）

　 　（受　　賞）

令和3年度赤木賞（一般社団法人全国治水砂防協会）

令和3年度砂防学会技術賞（公益社団法人砂防学会）
「TDRによる土砂濃度計測を用いた山地河川での浮遊砂鉛直分布の観測」
内藤秀弥，宮田秀介，岸本昌之，服部浩二，藤田正治

平成19年度砂防学会論文賞（社団法人砂防学会）
「生成項を考慮した浮遊砂拡散方程式とその適用」
藤田正治，水山高久

第17回水工学論文賞（社団法人土木学会水工学委員会）
「土砂生産・土砂供給・土砂輸送堆積統合型モデルの開発と山地流域への適用」
山野井一輝，藤田正治
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藤田 正治 教授 研究業績

1 岩見収二，藤田正治：露出礫の遮蔽効果と空隙率変化を考慮した河床変動モデルの現地土砂供給実験へ

の適用，土木学会論文集 B1（水工学），76(2)，I_1147-I_1152，2020． 

2 島崎諒子，宮田秀介，竹之内健介，堤大三，藤田正治：現地観測に基づいた関数モデルによる斜面の災

害危険度指標，砂防学会誌，74(5)，26-33，2022． 

3 東豊，堤大三，宮田秀介，藤田正治：パルス法による山地河川における流砂量推定手法の高度化，砂防

学会誌，74(5)，3-13，2022． 

4 宮田秀介，野中理伸， 靏本孝也，上小牧和貴，岩男忠明，藤田正治：TDR センサーを用いた土石流の間

隙流体土砂濃度の現地観測，砂防学会誌，74(4)，42-47，2021． 

5 山野井一輝，藤田正治，鈴木豪太：SiMHiS と NHRCM05 出力データを用いた土砂・洪水災害の将来変化

に関する研究，土木学会論文集 B1（水工学），77(2)，I_481-I_486 2021． 

6 Miyata, S., Mizugaki, S., Naito, S., Fujita, M.: Application of time domain reflectometry to high suspended 

sediment concentration measurements: laboratory validation and preliminary field observations in a steep mountain 

stream, Journal of Hydrology, 585(Article 124747), 2020. 

7 Takebayashi, H. and Fujita, M.: Numerical simulation of a debris flow on the basis of a two-dimensional continuum 

body model, GEOSCIENCES, 10(2), 2020. 

8 Takebayashi, H., Fujita, M. and Ishikawa, A.: Numerical simulation of mud flow generated in Atsuma, Hokkaido, 

Japan, 22nd Congress of the International Association for Hydro-Environment Engineering and Research-Asia 

Pacific Division, IAHR-APD 2020, "Creating Resilience to Water-Related Challenges", 2020. 

9 Nakamoto, H., Takebayashi, H. and Fujita, M.: Effect of existence of houses on inundation area of debris flow, 

22nd Congress of the International Association for Hydro-Environment Engineering and Research-Asia Pacific 

Division, IAHR-APD, "Creating Resilience to Water-Related Challenges", 2020. 

10 堤大三，孝子綸図，山野井一輝，藤田正治：ストリームチューブによる地形分割を基にした表層崩壊解

析法，砂防学会誌， 72(2)，3-13，2019． 

11 山口翔大，宮田秀介，堤大三，村重慧輝，藤田正治：数値解析による積雪条件の異なる融雪型火山泥流

予測，砂防学会誌，71(6)，3-13，2019． 

12 竹林洋史，藤田正治：2018 年 7 月に広島市安芸区矢野東で発生した土石流の流動特性，土木学会論文集

B1（水工学），75(2)，I_859-I_864，2019． 

13 竹林洋史，藤田正治：2018 年 7 月に広島県安芸郡熊野町川角で発生した土石流の流動特性，土木学会論

文集 B1（水工学），75(1)，362-369，2019． 

14 青木健太郎，藤田正治，加藤陽平：水害防備林が大規模洪水時における河床の縦断的変化に及ぼす影響

に関する一考察，土木学会論文集 B1（水工学），75(2)，I_991-I_996 2019． 

15 石川新，竹林洋史，藤田正治：北海道胆振東部地震によって発生した泥流の流動特性，土木学会論文集

B1（水工学），75(2)，I_865-I_870，2019． 

16 笹原克夫，池田貴洋，岩井優弥，角田皓史，金澤瑛，権田豊，齋藤悠樹，執印康裕，田方智，藤田正治，

宮田秀介，三輪浩，村田郁央，山野井一輝，和田孝志：災害報告 平成 30 年 7 月豪雨によって四国地方

で発生した土砂災害，砂防学会誌，71(5)，43-53，2019． 

17 Gonda, Y, Miyata, S, Fujita, M, Legono, D, and Tsutsumi, D: Temporal Changes in Runoff Characteristics of Lahars 

after the 1984 Eruption of Mt. Merapi, Journal of Disaster Research, 14(1), 61-68, 2019. 

18 内藤秀弥，宮田秀介，岸本昌之，服部浩二，石塚忠範，永田葉子，小菅尉多，藤田正治：TDR による土

砂濃度計測を用いた山地河川での浮遊砂鉛直分布の観測，砂防学会誌 71(4)，3-12，2018． 

19 青木健太郎，藤田正治：大規模洪水時の河床変動を考慮した治水計画に向けた一考察，土木学会論文集

B1（水工学），74(4)，I_949-I_954，2018． 
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20 青木健太郎，藤田正治，加藤陽平：大規模洪水時における山地部からの土砂供給が平野部河道の河床変

動に及ぼす影響，土木学会論文集 B1（水工学），74(5)，I_1123-I_1128 2018． 

21 竹林洋史，藤田正治：2016 年 4 月熊本地震時に発生した山王谷川の土石流の流動特性，土木学会論文集

B1（水工学），74(5)，I_1093-I_1098，2018． 

22 中本英利，竹林洋史，宮田英樹，藤田正治：家屋の破壊過程を考慮した土石流の数値シミュレーション，

土木学会論文集 B1（水工学），74(4)，I_919-I_924，2018． 

23 山野井一輝，村上秀香，藤田正治：土砂動態モデルで表現される山地渓流における土砂流出の短・長期

変動に関する研究，土木学会論文集 B1（水工学），74(4)，I_943-I_948 2018． 

24 岩見収二，藤田正治：連続した粒度の河床における礫の遮蔽効果と空隙率変化を考慮した河床変動モデ

ル，土木学会論文集 B1（水工学），74(5)，I_1141-I_1146，2018． 

25 Tin Tin Htwe, Hasegawa, Y., Takebayashi, H. and Fujita, M.: Effects of narrow pass on the navigational braided 

channel, the Ayeyarwady river in Myanmar, Proceedings - International Association for Hydro-Environment 

Engineering and Research (IAHR)-Asia Pacific Division (APD) Congress: Multi-Perspective Water for Sustainable 

Development, IAHR-APD 2018, 1, 105-114, 2018. 

26 Tsutsumi, D., Fujita, M. and Nonaka, M.: Transport measurement with a horizontal and a vertical pipe microphone 

in a mountain stream: taking account of particle saltation, Earth Surface Processes and Landforms, 43(5), 1118-

1132, 2018. 

27 Fujita, M., Yamanoi, K., Miyata, S., Hairani, A. and Legono, D: A method for predicting debris flow occurrence in 

volcanic ash deposition areas, Proceedings of 21th IAHR-APD Congress, 1303-1309, 2018. 

28 Gonda, Y., Miyata, S., Fujita, M., Legono, D. and Tsutsumi, D.: Temporal changes of rainfall-runoff relationship 

after the 1984 eruption of Mt. Merapi, Indonesia, Proceedings of 21th IAHR-APD Congress, 1277-1283, 2018. 

29 Miyata, S. and Fujita, M.: Laboratory based continuous bedload monitoring in a model retention basin: Application 

of time domain reflectometry, Earth Surface Processes and Landforms, 43(9), 2022-2030, 2018. 

30 Ito, T., Nagayama, T., Utsunomiya, R., Fujita, M., Tsutsumi, D., Miyata, S. and Mizuyama, T.: Development of new 

sensor systems for continuous bedload monitoring using a submerged loadcells systems (SLS), Earth Surface 

Processes and Landforms, 43(8), 1689-1700, 2018. 

31 久加朋子，竹林洋史，藤田正治，木村一郎，清水康行：移動床および固定床の水制まわりの流れ，流砂，

河床変動特性，応用生態工学，2017． 

32 山野井一輝，藤田正治：複合土砂災害シミュレータ SiMHiS を用いた山地地域における土砂災害の警戒

避難情報の提供に関する一考察，砂防学会誌，69(6)，15-23，2017． 

33 西浦潤，竹林洋史，藤田正治：河床強度と間隙率の時空間分布特性が砂州を有する河道の形状特性に与

える影響，土木学会論文集 B1（水工学），73(4)，I_907-I_912，2017． 

34 岩見収二，細井寛昭，藤田正治：空隙率変化を考慮した平面二次元河床変動モデルによる空隙率空間分

布の算定，土木学会論文集 B1（水工学），73(4)，I_925-I_930，2017． 

35 岩見収二，藤田正治：石礫河床の空隙に細粒土砂が充填される場に対する連続した粒度を考慮した河床

変動モデルの開発，土木学会論文集 B1（水工学），73(4)，919-924，2017． 

36 Fahmi Hidayat, Pitojo T. Juwono, Agus Suharyanto, Alwafi Pujiraharjo, Djoko Legono, Dian Sisinggih, David Neil, 

Masaharu Fujita, Tetsuya Sumi: Assessment of Sedimentation in Wlingi and Lodoyo Reservoirs: A Secondary 

Disaster Following the 2014 Eruption of Mt. Kelud, Indonesia, Journal of Disaster Research, 12(3), 617-630 2017. 

37 Fujita, M., Sulaiman, M. and Tsutsumi, D.: A method for estimating the porosity of sediment mixtures and 

application to a bed-porosity variation model, Gravel-Bed Rivers: Process and Disasters, 567-590, 2017. 

38 Takebayashi, H., Egashira, S. and Fujita, M.: Two Layer Numerical Analysis Model of Mud Flow, HydroSenSoft, 

2017. 

39 Tsutsumi, D., Higashi, Y., Nonaka, M. and Fujita, M: Bedload monitoring in a mountain stream Method for 

improving the accuracy of the calibration relationship between acoustic pulses and bedload discharge, 2nd 

International workshop on sediment bypass tunnels, 2017. 

40 Tin Tin Htwe, Takebayashi, H., Fujita, M. and Win Hlaing: Effects of dikes on navigation in braided channel, the 

Ayeyarwady river, Myanmar, Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B1 (Hydraulic Engineering), 73(4), 

889-894, 2017. 
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41 Ahmed Aly El-Dien, Heba Ahmed, Takebayashi, H. and Fujita, M.: Failure process of bank material block in weak 

cohesive riverbanks, Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B1 (Hydraulic Engineering), 73(4), 805-810, 

2017. 

42 Nguyen Manh Minh Toan, Takebayashi, H., Fujita, M.: Bamboo spike ball – A new equipment for sediment 

transport control, Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B1 (Hydraulic Engineering), 73(4), 2017. 

43 石川芳治，赤澤史顕，藤田正治：平成 28 年熊本地震後の降雨による二次土砂移動と二次土砂災害，砂防

学会誌，69(4)，25-36，2016． 

44 石川芳治，久保田哲也，藤田正治，他：平成 28 年熊本地震による土砂災害，砂防学会誌，69(3)，55-66，

2016． 

45 中谷加奈，天羽勝巳，藤本祥之，里深好文，藤田正治：京都府亀岡市千歳町を対象とした土石流による
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